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 In 2015, Research Institute of Arts and Design (RIAD) of
Kobe Design University conducted the following activities: 
(1) Development of sterile filtration equipment for contact
lens: RIAD has completed the experimental equipment
associating with Medical Innovation Kobe Community
System (MIKCS), Kobe University, and Tokyo Institute of
Technology. (2) Research seminar for “Humanization of the
technology” was held based on medical and design
activities of RIAD. Invited speakers from Konan University
and Kobe City College of Technology gave lectures on
relationship between education/research and medical care,
purpose, current problems and representative reports of
MIKCS. The two universities have rigorously conducted
related education to medical industries.  
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たので詳細を 2-3 で述べる。 
併せて、第 3 回「医とデザイン」セミナーを、以下
の要領で開催した。 
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デザインとの連携が不可欠である。  
 
2-2 伊藤文平氏講演概要  
「神戸市立工業高等専門学校の紹介と取り組み」  
神戸市立工業高等専門学校は 5 年制であり、中学を










































図 2：実験装置部分 -バスケット内にコンタクトレンズを装着  
 




































図 3：プラズマジェット概念図  
 
図 4：設計したプラズマジェット type-1(3D チタン出力 ) 
 











第 3 章  
これまで 3 回のセミナーを振り返ってみると、「医
療とデザイン」→「医療と神戸」→「教育研究と医療」
という大きいテーマで講演を開催してきた。1 回目は
工学系及び工業デザイナーの立場から医療機器設計に
取り組む手法や意義、困難さについて。2 回目は、先
端医療特区に指定された神戸という地における医療関
連企業や教育機関の方向性、また発展性や将来性につ
いて。そして 3 回目の今回は、教育機関に携わる教育
者の立場から、医療関連に対する人材育成の重要性と
方法について、及び教育・研究に携わる研究者から医
療関連部門への取り組みと現状報告、将来性について
の講演であった。その中で感じることは、工学・医学
の専門家はもちろんのことであるが、とりわけデザイ
ンの視点から医療関係の諸問題を考え、提案をしてい
くことの重要さと要望の高さであり、デザイン教育機
関に携わる私たちにとって、「医とデザイン」における
教育・研究をおこなうことの重要さを教えてくれる。
今回も多くの医療機器メーカーが参加され、講演会後
の交流会では有意義な情報交換・名刺交換の場となっ
た。  
「医」が抱える諸問題は多方面にまたがりしかもそ
の裾野は広い。問題解決のためには、医学・工学の専
門家は勿論、様々な領域の専門家との連携を保ちつつ、
医療関連部門におけるデザイン教育を充実させること
がますます重要になってくることを改めて確認した。  
